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第第３３章章  計計画画のの推推進進にに向向けけてて  

３３－－１１  着着実実なな実実行行ののたためめのの PPDDCCAA  

 計画は実行されなければ意味がありません。本計画においても PDCA を回すことで計画の

実現性を高めます。 

PDCA とは、継続的な業務の改善を促す手法のことです。以下の４つの頭文字を取った名称

で、４つの段階を繰り返し行うことにより改善を重ねることを「PDCA を回す」といいます。 

 

 Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Action（改善） 

 

 

多くの企業や自治体の計画推進のために用いられており、飯舘村第 5 次総合振興計画におい

ても、（数値）目標を設定し、中間年次に村民や福島大学の学生を交え、検証を行いました。 

  

PPllaann（（計計画画））  

  

・目標の設定（2 回目以降は再設定） 

・目標を達成するための行動計画の作成 

 （誰が、いつ、どこで、何を、なぜ、 

  どのように） 

DDoo（（実実行行））  

  

・計画を実行してみた結果、それが有効 

 であるかどうか（検証） 

・もっと別の方法が考えられないか 

（試行） 

 

 

  

AAccttiioonn（（改改善善））  

  

・Check（評価）の分析に基づき、改善

点を考える 

・計画の継続、変更、中止を選択する 

  

CChheecckk（（評評価価））  

  

・設定した目標やアクションプランが達 

 成できているか 

・計画通りに実行できたかどうか 

 

 

 本計画においては単年度ごとの検証による小さな PDCA と、中間年度と最終年度の見直し

による大きな PDCA、大小 2 つの PDCA を回すことにより、着実な実行をめざします。 
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３３－－２２  小小ささなな PPDDCCAA＝＝単単年年度度ごごととのの検検証証  

重点施策として掲げた諸施策を総合的かつ効果的に実施していくため、毎年度成果検証を行

い、計画の見直しや今後の予算編成等へつなげていきます。 

 

３３－－３３  大大ききなな PPDDCCAA＝＝計計画画のの見見直直しし  

本村を取り巻く状況や村民の意向等に合わせ、中間年度である令和 5年度に計画の見直しを

行います。計画の推進状況を確認し、その成果をその後の展開に活かすため、４つの専門部会

を再度開催するなど、村民参加型の見直し体制を構築します。 

 

例）防災分野 消防体制充実・強化推進事業                       

 

見直し体制構築 

全体の見直し 

単年度ごとの検証 
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